
アルコールと自殺
　アルコール依存症と自殺との関係からの考察

大原健士郎

　
は
じ
め
に

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
と
自
殺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
数
多
く
の
報
告
が
あ
る
。
例
え
ば
、

ω
3
旨
倉
≦
ー
ら
に
よ
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
自

殺
頻
度
は
一
般
人
口
の
約
六
倍
だ
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、

＞
8
一
ω
8
言
＞
。
に
よ
る
と
、
男
性
で
は
一
般
人
口
死
亡
者

の
二
二
倍
、
女
性
で
は
二
三
倍
と
い
う
。
一
方
、
自
殺
者

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
割
合
を
み
る
と
、
囚
Φ
ω
ω
卑
客

の
報
告
で
は
、
男
性
の
三
九
％
、
女
性
の
八
％
が
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
者
で
あ
り
、
ω
簿
ω
魯
色
○
ぴ
○
に
よ
る
と
、
男
性

自
殺
者
の
三
分
の
一
、
女
性
自
殺
者
の
一
二
％
が
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
者
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
か
つ
て
筆
者
（
五
・

二
％
）
や
清
野
（
四
％
）
の
報
告
が
あ
り
、
欧
米
諸
国
に

比
し
て
、
わ
が
国
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
自
殺
頻
度
は
、

そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
き
た
。

し
か
し
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
飲
酒
様
式
の
欧
米
化
、
ス

ト
レ
ス
解
消
の
一
手
段
と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
の
連
用
な
ど

の
た
め
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
自
己
破
壊
行
動
、
と
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り
わ
け
自
殺
の
問
題
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

比
較
的
最
近
の
斉
藤
ら
の
報
告
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

者
の
一
一
・
二
％
に
自
殺
未
遂
の
既
往
を
認
め
、
入
院
中

や
退
院
直
後
の
自
殺
者
も
目
立
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
自
己
破
壊
傾
向

　
室
窪
巳
鑛
P
零
は
、
慢
性
自
殺
の
一
つ
に
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
を
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
医
師
か
ら
「
こ
れ

以
上
飲
酒
を
続
け
る
と
、
肝
臓
も
心
臓
も
悪
い
の
だ
か
ら
、

死
の
危
険
性
が
あ
る
」
と
予
告
さ
れ
て
お
り
、
本
人
も
そ

れ
を
十
分
に
承
知
し
て
お
り
な
が
ら
、
な
お
か
つ
飲
酒
を

続
け
て
死
亡
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
の
心
理
は
自
殺
者

の
心
理
と
何
ら
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
慢
性
自

殺
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ζ
窪
三
轟
R
は
、
ど
の
自
殺
者
に
も
三
つ
の
願
望
が
存

在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
「
殺
し
た
い
願
望
」
で
、

こ
れ
は
原
始
的
な
破
壊
衝
動
で
あ
り
、
い
わ
ば
敵
意
と
か

憎
し
み
と
い
っ
た
感
情
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
願
望
の

対
象
は
、
多
く
の
場
合
、
本
人
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
人
、

つ
ま
り
親
と
か
配
偶
者
、
友
人
あ
る
い
は
抗
争
不
能
な
社

会
的
力
を
も
っ
た
人
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
願
望
が
表
出

さ
れ
、
行
動
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
抑
圧
さ
れ
る
。
そ
し
て

愛
と
憎
し
み
、
依
存
と
敵
意
と
い
っ
た
内
部
葛
藤
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
こ
の
願
望
が
強
ま
る
。
第
二
の
「
殺
さ
れ
た
い

願
望
」
と
は
、
殺
し
た
い
願
望
が
内
向
し
、
自
分
を
非
難

す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
罪
悪
感
を
生
じ
る
。
こ
う

し
た
自
己
叱
責
や
罪
悪
感
と
と
も
に
自
信
喪
失
、
孤
立
感

が
強
ま
り
、
こ
う
し
た
心
理
的
な
緊
張
を
解
消
し
た
い
と

願
う
。
第
三
の
「
死
に
た
い
願
望
」
は
、
前
二
者
が
急
性

の
衝
動
で
あ
る
の
に
対
し
、
比
較
的
に
慢
性
の
経
過
を
と

り
、
絶
望
感
・
疲
労
感
・
落
胆
が
著
明
に
現
れ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
に
、
葛
藤
・
抑
う
つ
・
苦
悩
な
ど
の
比
較
的
長

い
経
過
の
う
ち
に
結
晶
し
て
く
る
願
望
で
あ
る
。

　
筆
者
ら
は
、
こ
の
三
つ
の
願
望
に
そ
っ
て
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
者
の
自
己
破
壊
傾
向
を
神
経
症
と
の
比
較
に
お
い

て
分
析
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
殺
し
た
い

願
望
」
は
ア
ル
コ
ー
ル
群
に
顕
著
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
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①自殺未遂と希死体験の頻度

　　　項目

，年齢
アルコール依存症 希死念慮 自殺未遂

　～29歳

　～39歳

　～49歳

　～59歳

60～歳

4名（5％）

22名（26％）

23名（27％）

23名（27％）

13名（15％）

1
7
6
8
2

1
5
3
4
0

計 85（100％） 24（28％） 13（15％）

　　　項目

、隼齢 神経症 希死念慮 自殺未遂

～29歳

～39歳

～49歳

10名（50％）

8名（40％）

2名（10％） 9
7
2

2
1
0

計 20（100％） 17（85％） 3（15％）

κ2＝1L29　P＜0．001

傾
向
は
年
齢
の
若
い
者
ほ
ど
強
い
。
「
殺
さ
れ
た
い
願
望
」

「
死
に
た
い
願
望
」
は
む
し
ろ
神
経
症
群
に
強
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
自
殺
は
、
神
経
症
者
の

そ
れ
よ
り
も
衝
動
的
で
、
外
罰
傾
向
を
も
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
自
殺
未
遂
と
希
死
体
験

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
八
五
名
、
神
経
症
二
〇
名
に
つ
い

て
、
希
死
念
慮
と
自
殺
未
遂
の
既
往
を
持
つ
者
を
検
討
す

る
と
、
表
①
の
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
表
を
み
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
神
経
症
群
に
は
希
死
念
慮
を
抱
く
者
が
多
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
殺
未
遂
の
既
往
と
な
る
と
、
両
群

と
も
同
じ
一
五
％
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結

果
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
群
は
、
い
っ
た
ん
希
死
念
慮
を
抱

く
と
、
衝
動
的
に
行
動
し
易
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
自
殺
手
段
と
対
人
関
係

　
自
殺
手
段
は
、
自
殺
者
の
心
理
状
態
を
間
接
的
に
表
現

し
て
い
る
。
表
②
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
と
神
経

症
者
と
の
自
殺
手
段
を
比
較
し
て
お
い
た
。
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
者
で
は
、
刃
物
、
経
首
、
入
水
な
ど
、
過
酷
な
致
死

的
手
段
が
目
立
ち
、
致
死
率
も
高
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
自
殺
の
直
接
動
機
を
み
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ル
コ
ー
ル
精
神
病
の
幻
覚
・
妄

想
に
よ
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
が
、
対
人
関
係
の
破
綻
が

（II43）
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②自殺企図の直接動機と手段

段手機動年齢（歳）

（アルコール依存症）
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な
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の
　
　
　
す
　
　
き

か
に
　
　
親
　
　
　
に
　
で

い
親
　
　
母
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宅

く
両
　
　
　
・
　
　
父
　
帰
　
　
　
別

ま
め
　
　
敗
　
別
め
　
め
　
　
死

う
た
　
係
失
　
死
た
　
た
失
く
と

が
の
聴
関
の
　
の
の
聴
の
喪
な
も
聴

庭
酒
　
性
事
　
と
酒
　
楽
望
と
ど

家
飲
幻
女
仕
　
妻
飲
幻
道
希
何
子
幻

8
　
0
　
Q
J
　
久
U
　
ワ
‘

り
乙
　
O
D
　
Q
J
　
Q
J
　
3

8
0
6
7
0
5
9
9

3
4
4
4
5
5
5
5

圧
倒
的
に
多
く
、
神
経
症
群
と
比
較
す
る
と
、
妻
子
や
同

胞
な
ど
、
家
族
内
人
間
関
係
の
歪
み
が
顕
著
で
あ
る
。

（神経症）

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
他
の
病
理
現
象

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
の
自
殺
例
を
検
討
す
る
と
、
過

去
に
致
死
的
な
事
故
の
既
往
の
あ
る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。

睡眠剤

睡眠剤

睡眠剤

劣等感

対人関係

劣等感

0
　
4
　
瓜
U

り
乙
　
0
乙
　
Q
J

も
し
も
そ
の
ま
ま
死
亡
す
れ
ば
、
事
故
死
と
し
て
扱
わ
れ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
で
も
、
心
理
学
的
剖
検
（
自
殺
か
事

故
か
判
然
と
し
な
い
ケ
ー
ス
を
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、

主
と
し
て
人
問
関
係
を
中
心
と
し
て
分
析
し
、
自
殺
で
は

な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
突
っ
込
ん
で
分
析
す
る
方
法
）
を

し
て
み
る
と
、
意
外
に
自
殺
と
考
え
て
よ
い
も
の
が
多
い
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の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
離
婚
も
他
の
精
神
障
害
（
例
え
ば
、
精
神
分
裂

病
や
う
つ
病
な
ど
）
に
比
べ
て
多
い
し
、
犯
罪
と
も
密
接

な
関
係
が
あ
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
者
の
子
供
を
調
べ
て

み
る
と
、
他
の
精
神
障
害
者
の
そ
れ
に
比
し
て
、
問
題
児

が
多
い
が
、
と
く
に
非
行
が
目
立
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
る
（
黒
宮
）
。

自
ら
の
行
為
に
驚
く
者
も
い
る
。
酔
い
は
必
ず
し
も
、
憂

さ
を
晴
ら
す
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
、
忘
れ
る
べ
き
で
は

な
い
。

　
　
　
　
（
浜
松
医
科
大
学
　
教
授
　
精
神
神
経
医
学
）

（1145）

　
あ
と
が
き

　
ア
ル
コ
ー
ル
と
自
殺
と
い
う
テ
ー
マ
を
与
え
ら
れ
、
主

と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
自
殺
と
の
関
係
を
述
べ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
は
別
に
、
酩
酊
と
自
殺
と
の
関

係
に
も
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
精
神
安
定
剤
代
わ
り
の
作

用
を
も
っ
て
お
り
、
不
安
・
焦
燥
・
不
眠
の
除
去
に
役
立

つ
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
酩
酊
に
よ
っ
て
中
枢
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
甘
く
な
り
、
潜
在
的
な
自
己
破
壊
的
願
望
が

表
面
化
し
、
衝
動
的
な
自
殺
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
自
殺
企
図
者
の
中
に
は
、
覚
醒
お
よ
び
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